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１．2025年９月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年10月１日～2025年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年９月期中間期 10,582 △3.8 854 △14.0 886 △11.9 587 △11.8
2024年９月期中間期 11,003 5.1 994 4.8 1,006 3.6 666 10.3

(注) 包括利益 2025年９月期中間期 602百万円(△15.4％) 2024年９月期中間期 711百万円( 6.8％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年９月期中間期 118.51 48.14
2024年９月期中間期 134.43 54.61

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年９月期中間期 16,062 9,605 59.8
2024年９月期 13,927 9,117 65.5

(参考) 自己資本 2025年９月期中間期 9,605百万円 2024年９月期 9,117百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年９月期 － 0.00 － 19.00 19.00
2025年９月期 － 0.00
2025年９月期(予想) － 19.00 19.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

・「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況であります。当社が発行する普通株式と権利の異なる種類株式(非上

場)の配当の状況については、「種類株式の配当の状況」をご覧下さい。

３．2025年９月期の連結業績予想（2024年10月１日～2025年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,870 7.5 1,150 31.7 1,180 27.1 770 11.8 151.30

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 社（社名） 、除外 社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年９月期中間期 5,102,000株 2024年９月期 5,102,000株

② 期末自己株式数 2025年９月期中間期 144,854株 2024年９月期 144,854株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年９月期中間期 4,957,146株 2024年９月期中間期 4,957,205株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



種類株式の配当の状況

普通株式と権利の異なる種類株式に係る1株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

第1回優先株式
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年9月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

2025年9月期 ― 0.00

2025年9月期(予想) ― 未定 未定

（注）2025年9月期の予想につきましては、配当年率が2025年10月1日の日本円TIBOR（6ケ月物）に1.5％を加えた率

によるため、現時点では未定とさせていただきます。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、緩やか

な回復が続きましたが、米国の通商政策による景気の下振れリスクが高まっていることに加え、物価上昇の継続が

個人消費に及ぼす影響なども景気を下押しするリスクとなっており、先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社グループが主力事業とする建設業界におきましては、建設資材価格の高騰や建設労働者不足による労務費の

高止まり等が続いており、受注環境は依然として厳しい状況で推移しているものの、公共投資は底堅く推移いたし

ました。

このような状況のもと、当中間連結会計期間における売上高は、105億82百万円（前中間連結会計期間比3.8％減、

４億20百万円減）、営業利益は８億54百万円（同14.0％減、１億39百万円減）、経常利益は８億86百万円（同11.9

％減、１億19百万円減）、親会社株主に帰属する中間純利益は５億87百万円（同11.8％減、78百万円減）となりま

した。

なお、当社グループの業績につきましては、主力事業である建設事業の通常の営業形態として、売上高が中間連

結会計期間に集中する傾向があります。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（建設事業）

建設事業における工事につきましては、防災・減災・国土強靭化対策としての法面関連工事・メンテ関連工

事は堅調に推移しましたが、高規格道路における遮音壁補修・取替等の交通安全施設の大型工事が減少したこ

とから、完成工事高は前中間連結会計期間を下回りました。

また、建設工事関連資材の販売につきましては、土木関連資材の販売は堅調に推移しましたが、主力の交通

安全施設資材販売が減少したことから、商品売上高は前中間連結会計期間を下回りました。

以上の結果、建設事業の売上高は89億15百万円（前中間連結会計期間比8.8％減、８億63百万円減）、セグメ

ント利益は10億６百万円（同19.5％減、２億44百万円減）となりました。

（防災安全事業）

防災安全事業の業績につきましては、官公庁が発注する鳥インフルエンザ防疫用品や防災備蓄資機材の販売

が好調に推移したことに加え、工場で使用する測定機器・安全靴等の安全衛生保護具販売も増加したことから、

前中間連結会計期間を上回りました。

以上の結果、防災安全事業の売上高は16億67百万円（前中間連結会計期間比36.1％増、４億42百万円増）、

セグメント利益は２億37百万円（同171.6％増、１億49百万円増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末の総資産は、160億62百万円（前連結会計年度末比15.3％増、21億35百万円増）となりまし

た。

資産につきましては、流動資産が126億７百万円（同19.8％増、20億87百万円増）となりました。その主な要因

は、中間連結会計期間特有の傾向として売上債権の残高が前連結会計年度末と比較して増加する傾向にあることか

ら受取手形・完成工事未収入金等の残高が21億14百万円増加したことによるものであります。

固定資産につきましては、34億54百万円（同1.4％増、47百万円増）となりました。その主な要因は、のれんや顧

客関連資産等の減価償却に伴い無形固定資産が１億１百万円減少しましたが、事務所の建替えや拡張に伴い有形固

定資産が１億63百万円増加したことによるものであります。

負債につきましては、64億57百万円（同34.2％増、16億46百万円増）となりました。その主な要因は、中間連結

会計期間特有の傾向として仕入債務の残高が前連結会計年度末と比較して増加する傾向にあることから支払手形・

工事未払金等の残高が18億58百万円増加したことによるものであります。

純資産につきましては、96億５百万円（同5.4％増、４億88百万円増）となりました。その主な要因は、親会社株

主に帰属する中間純利益を５億87百万円計上したことによるものであります。
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②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、62億４百万円（前中間連結会

計期間比15.1％増、８億14百万円増）となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、２億14百万円の資金の増加となりました（前中間連結会計期間比48.0

％減、１億97百万円減）。その主な要因は、売上債権の増加により資金が23億28百万円減少しましたが、仕入債

務の増加により資金が18億58百万円増加したことや税金等調整前中間純利益を８億87百万円計上したこと等によ

り資金が増加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、２億34百万円の資金の減少となりました（前中間連結会計期間は40百

万円の減少）。その主な要因は、有形固定資産の取得による支出により資金が２億30百万円減少したことによる

ものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、２億５百万円の資金の減少となりました（前中間連結会計期間は１億

85百万円の減少）。その主な要因は、株主配当金の支払いにより資金が１億13百万円減少したことに加え、借入

金の返済により57百万円資金が減少したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、現時点において概ね予定の範囲内で推移しており、2024年11月15日に発表いたしまし

た業績予想に変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,430,156 6,204,081

受取手形・完成工事未収入金等 3,738,671 5,853,094

電子記録債権 210,013 424,560

商品及び製品 116,685 104,485

原材料及び貯蔵品 627 148

その他 26,564 26,776

貸倒引当金 △2,446 △5,175

流動資産合計 10,520,272 12,607,971

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 539,083 736,627

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 85,702 98,435

土地 1,008,840 1,080,259

その他（純額） 133,096 14,603

有形固定資産合計 1,766,723 1,929,924

無形固定資産

のれん 522,757 470,482

顧客関連資産 198,706 178,835

その他 261,724 232,761

無形固定資産合計 983,188 882,078

投資その他の資産

投資有価証券 530,951 553,415

差入保証金 17,084 15,122

その他 116,734 80,729

貸倒引当金 △7,419 △6,669

投資その他の資産合計 657,351 642,598

固定資産合計 3,407,263 3,454,601

資産合計 13,927,535 16,062,573
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 3,147,891 5,005,901

短期借入金 115,200 115,200

未払法人税等 315,547 299,204

未成工事受入金 32,357 49,553

賞与引当金 213,875 159,134

役員賞与引当金 26,980 -

株主優待引当金 4,900 -

その他 370,553 335,763

流動負債合計 4,227,304 5,964,757

固定負債

長期借入金 214,400 156,800

退職給付に係る負債 115,639 117,091

その他 253,139 218,444

固定負債合計 583,178 492,335

負債合計 4,810,483 6,457,093

純資産の部

株主資本

資本金 413,675 413,675

資本剰余金 698,570 698,570

利益剰余金 7,816,088 8,289,378

自己株式 △56,810 △56,810

株主資本合計 8,871,523 9,344,813

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 256,492 269,606

退職給付に係る調整累計額 △10,963 △8,940

その他の包括利益累計額合計 245,529 260,666

純資産合計 9,117,052 9,605,479

負債純資産合計 13,927,535 16,062,573
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年３月31日)

売上高 11,003,573 10,582,614

売上原価 8,493,998 8,181,461

売上総利益 2,509,574 2,401,152

販売費及び一般管理費 1,515,356 1,546,215

営業利益 994,218 854,937

営業外収益

受取利息及び配当金 6,889 6,937

受取賃貸料 8,045 6,307

受取手数料 4,350 8,374

その他 13,273 16,087

営業外収益合計 32,558 37,707

営業外費用

支払利息 2,168 2,439

支払手数料 27 27

固定資産解体撤去費 18,175 -

リース解約損 - 2,457

その他 156 772

営業外費用合計 20,527 5,696

経常利益 1,006,248 886,948

特別利益

固定資産売却益 1,569 399

特別利益合計 1,569 399

税金等調整前中間純利益 1,007,817 887,348

法人税、住民税及び事業税 350,775 284,584

法人税等調整額 △9,365 15,288

法人税等合計 341,410 299,872

中間純利益 666,407 587,476

非支配株主に帰属する中間純利益 - -

親会社株主に帰属する中間純利益 666,407 587,476
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年３月31日)

中間純利益 666,407 587,476

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 40,804 13,113

退職給付に係る調整額 4,753 2,022

その他の包括利益合計 45,557 15,136

中間包括利益 711,965 602,612

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 711,965 602,612

非支配株主に係る中間包括利益 - -
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,007,817 887,348

減価償却費 96,953 97,944

のれん償却額 52,275 52,275

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,969 1,978

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 13,142 4,360

賞与引当金の増減額（△は減少） △26,458 △54,741

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △28,504 △26,980

株主優待引当金の増減額（△は減少） △4,810 △4,900

受取利息及び受取配当金 △6,889 △6,937

支払利息 2,168 2,439

有形固定資産売却損益（△は益） △1,569 △399

売上債権の増減額（△は増加） △3,262,309 △2,328,219

未成工事受入金の増減額（△は減少） △507 17,196

棚卸資産の増減額（△は増加） 231,661 12,678

仕入債務の増減額（△は減少） 2,249,526 1,858,010

その他 189,399 △10,309

小計 515,867 501,745

利息及び配当金の受取額 6,889 6,937

利息の支払額 △2,158 △2,430

法人税等の支払額 △108,476 △292,080

営業活動によるキャッシュ・フロー 412,122 214,172

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △41,702 △230,642

無形固定資産の取得による支出 - △2,200

有形固定資産の売却による収入 1,927 400

投資有価証券の取得による支出 △475 △548

その他 - △1,860

投資活動によるキャッシュ・フロー △40,250 △234,850

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △57,600 △57,600

リース債務の返済による支出 △28,097 △33,925

配当金の支払額 △100,191 △113,871

財務活動によるキャッシュ・フロー △185,888 △205,397

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 185,983 △226,075

現金及び現金同等物の期首残高 5,203,165 6,430,156

現金及び現金同等物の中間期末残高 5,389,149 6,204,081
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2023年10月１日 至 2024年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２建設事業 防災安全事業 計

売上高

外部顧客への売上高 9,778,377 1,225,195 11,003,573 － 11,003,573

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 9,778,377 1,225,195 11,003,573 － 11,003,573

セグメント利益 1,250,943 87,325 1,338,269 △344,051 994,218

（注）１．セグメント利益の調整額△344,051千円は、報告セグメントに配分していない全社費用344,051千円であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2024年10月１日 至 2025年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２建設事業 防災安全事業 計

売上高

外部顧客への売上高 8,915,160 1,667,454 10,582,614 － 10,582,614

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 8,915,160 1,667,454 10,582,614 － 10,582,614

セグメント利益 1,006,477 237,156 1,243,634 △388,696 854,937

（注）１．セグメント利益の調整額△388,696千円は、報告セグメントに配分していない全社費用388,696千円であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。
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2025 年 5月 15 日 
福 岡 市 東 区 馬 出 一 丁 目 1 1 番 1 1 号

日 本 乾 溜 工 業 株 式 会 社

2025 年 9 月期第２四半期（中間期）決算概要 

１．経営成績 

１）連結損益計算書                           （単位：百万円、％）

当社グループの中間期（2024年10月１日～2025年3月31日）の連結業績は、売上高 105 億 82 百万

円（前中間比 3.8％減、４億 20 百万円減）、営業利益８億 54 百万円（同 14.0％減、１億 39百万円

減）、経常利益８億 86百万円（同 11.9％減、１億 19 百万円減）、親会社株主に帰属する中間純利

益５億 87百万円（同 11.8％減、78 百万円減）となりました。 

セグメント別では主力の建設事業の工事につきましては、防災・減災・国土強靭化対策としての法

面関連工事・メンテ関連工事等は堅調に推移しましたが、高規格道路における遮音壁補修・取替等

の交通安全施設の大型工事が減少したことから完成工事高は前中間期を下回りました。 

  また、建設工事関連資材の販売につきましては、土木関連資材の販売は堅調に推移しましたが、

交通安全施設の資材販売が減少したことから、前中間期を下回りました。 

以上の結果、建設事業の売上高は89億15百万円（前中間比8.8％減、８億63百万円減）、セグメ

ント利益は10億６百万円（同19.5％減、２億44百万円減）となりました。 

防災安全事業につきましては、官公庁への鳥インフルエンザ防疫用品や防災備蓄資機材の販売が

好調に推移したことに加え、民間向けでは工場で使用する測定機器・安全靴等の安全衛生保護具販

売も増加しました。 

以上の結果、防災安全事業の売上高は 16億 67 百万円（前中間比 36.1％増、４億 42 百万円増）、

セグメント利益は２億 37 百万円（同 171.6％増、１億 49百万円増）の増収増益となりました。 

２）セグメント別売上高                        （単位：百万円、％） 

期 別
勘定科目

当 中 間 期 

2 0 2 5 年 3 月 

前 中 間 期 

2 0 2 4 年 3 月 
増  減 増減率 

売 上 高 10,582 11,003 △420 △3.8 

営 業 利 益 854 994 △139 △14.0 

経 常 利 益 886 1,006 △119 △11.9 

親会社株主に帰属する中間純利益 587 666 △78 △11.8 

一株当たり中間純利益 118 円 51 銭 134 円 43 銭 △15 円 92 銭 △11.8 

期 別

セグメント 

当 中 間 期 

2 0 2 5 年 ３ 月 

前 中 間 期 

2 0 2 4 年 3 月 
増  減 増減率 

建 設 事 業 8,915 9,778 △863 △8.8 

防 災 安 全 事 業 1,667 1,225 442 36.1 

合 計 10,582 11,003 △420 △3.8 

Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ
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２．2025 年 9月期見通し （2024 年 10 月 1日～2025 年 9 月 30 日）

１）連結業績予想  (単位：百万円） 

当社グループの通期の業績予想につきましては、2024 年 11 月 15 日に公表しました数値から変

更ありません。 

また、期末の配当予想につきましても、2024 年 11 月 15 日に公表しました数値から変更あり  

せん。 

なお、上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したもので 

 あり、実際の業績等は今後発生する様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以 上 

               区 分  

 勘定科目 
前回発表 

(2024 年 11 月 15 日)

売 上 高 18,870 

営 業 利 益  1,150 

経 常 利 益  1,180 

親会社株主に帰属する当期純利益 770 


